
（1988）にも引用箇所を発見した．   

ここでは本書の内容の詳しい紹介よりも，カーン  

のアプローチの特徴についてみていくことにしよう．  

歴史学者としてのカーンが研究対象とするのは，第  

1に19世紀末から第一次世界大戦という時代であ  

る．そして第2に，その分析対象として哲学から科  

学，技術，芸術，文学，建築，そして戦争にまで至  

る，時間と空間に関係するあらゆる領域が取り上げ  

られる．テーマは，この時代における「時間感覚と  

空間感覚sense ortime and space」の変容と類  

似性である．ここで着目すべきことが，カーンの歴  

史学者としての態度である．「時間と空間は普遍的  

である」（上乱p．5）という前提に立うカーンは，  

異なった領域におけるそれぞれの時間感覚・空間感  

覚の変容と類似性における，多くの起源と「因果関  

係」の特定を試みる．しかしその因果論は決定論的  

なものではなく，「一見してそれとわかるような因  

果関係のつながりこそ持たないが，主題的には関連  

している進展を集めて扱う方法によって，つながり  

が向こうから見えてくる場合がときどきあった」  

（上巻，p．10）と語るようなものである．   

とにかく，本書の構成をみてみよう．   

序章   

時間の性質／過去／現在／未来   

速度   

空間の性質／形状／距離／方向   

七月危機の時間性／キュゼズムの戦争   

結論  

序章で著者が語っているように，この構成は著者自  

身の理解の整理，そして読者への説明のための便宜  

的なものである．本書の中で切り離されて説明され  

る時間の議論と空間のそれは，「速度」の存在によ  

って力葉介される．   

哲学者ベルグソンを発端とする時間論に関する議  

論は少なくないが，カーンのアプローチが興味深い  

のは，ベルグソンの時間論を没時間的な論理構造の  

みで解釈しないことである．カーンはベルグソン哲  

学に対して歴史学者として一線を引いて向かい合う．  

そこで強調されるのが「同時代性」である．すなわ  

ち，ベルグソンと比較されるのが精神分析医として  

のフロイトや小説家マルセル・プルーストなのであ  

る．文芸批評の方法が時として，特定の時間に固定  

されたテクスト（作品）としての文学から，没時間  

的な哲学的な議論を展開してしまうのに対して，カ  

る卒業研究がなされ，これらの成果ほ各大学の地理  

学教室の書棚に保管され，その貴重な地理的情報の  

多くは眠った状態にあるものと思われる．   

環境問題が社会の関心を集めてはいるが，地域の  

環境について科学的認識を深めたいと思っても，こ  

れに応えてくれるような著書は決して多くない．自  

然と人間の関係の解明を1つのテーマとしてきた地  

理学の研究成果を平明に取りまとめ，地域社会に還  
元するならば，環境問題への認識は一段と深められ  

るであろうし，その結果地理学の有用性は社会にも  

認知されるであろう．   

卒業研究を通して得られた貴重な地理的情報を死  

蔵することなく，地域の水文環境の特色と人間生活  

とのかかわりを記載する水文誌として取りまとめた  

本書の刊行ほ，研究と社会的貢献という両面から評  

価されるが，大学における 

践の先駆としても評価されるべきものである．ただ、  

本書の読者としては秋田県に在住の多くの市民が想  

定されるので，巻末に水文にかかわる基本的な用語  

についての解説を設けるなどの配慮が必要であった  

と思われる．また，索引があれば一層読みやすいも  

のとなったであろう．  

（新見 治）  

ステイーヴン・カーン著，鹿野敏夫・久郷丈夫  

訳：時間の文化史一時間と空間の文化：1880－  

1918年／上巻一一 法政大学出版局，1993年1月，  

218ページ，図4，2，369円．空間の文化史一時  

間と空間の文化：1880－1918年／下巻一 法政大  

学出版局，1993年10月，325ページ，図5．3，502  

円．  

人間活動の地理よりも人間の頭の中の地理を，そ  

して文化的事象の地理よりも文化的表象に現われる  

地理を強調しようとする評者は，本書に屈伏せざる  

をえなかった．『時間と空間の文化』と題された原  

著が上記のタイトルで訳出されたわけであるが，ア  

ナール学派以降の歴史学の成果の翻訳によって，  

「文化史」と題された著作がありふ叫ている今日，  

本書のタイトルそれ自体にそれほどの魅力はない．  

また本書の目次は読もうとする者への案内とはなり  

えないものである（内容を読み出して日次の意味を  

了解できる）．評者はギデンズ（1993）に本書の引  

用を見出し，本書を手にした．そしてその後，Sack  
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